
事業の概要及び事前評価に係る資料  

事業名  国土交通省所管 防災・安全交付金事業 

米子境港都市計画道路事業 ３・４・３２号 両三柳中央線  
路線名  地区名  両三柳中央線（一般県道東福原樋口線） 事業箇所  米子市両三柳  
１．事業概要  

(1)事業目的  
(目標、効果 ) 

【目 的】 

・歩行者・自転車の安全確保、自動車交通の円滑化を図る。 

（幅員狭小、クランク形状(線形･見通し不良)、歩道・右折車線未整備の解消） 

・市道安倍三柳線の計画（Ｈ２５に米子市が都市計画決定）に合わせ、

道路整備を行うことにより、周辺幹線道路の交通負荷の軽減を図る。 

・救急医療機関（博愛病院）へのアクセス改善を図る。 

 

【必要性】 

○沿道状況 

    整備区間西側は人家が建ち並んでおり、近傍には加茂小学校、加茂 

中学校及び博愛病院が立地する等、通学・通院・地域生活の交通が集中 

している。また整備区間東側においては、農地と商業施設に利用さ 

れている。 

○現道状況 

  １車線の歩道なし区間が約０.４ｋｍ、１車線の片側歩道区間が約０.７ 

ｋｍ、２車線の片側歩道区間が約１.３ｋｍとなっており、歩道が未整備 

のため歩行者・自転車が危険な状態となっている。 

最小幅員は車道Ｗ＝５．３ｍ、市道米子自衛隊駐屯地線との交差点 

付近はクランク形状をなしており、救急医療機関（博愛病院）への 

アクセス等、円滑な交通の妨げとなっている。 

現道の交通量は７，７０６台／日（Ｈ２２交通量調査）と多く、 

県道両三柳後藤停車場線及び県道両三柳西福原線との交差点では右折

車線がないため、慢性的な渋滞が発生している。 

 ○事故状況 

人身事故件数１１５件  

（Ｈ８～Ｈ２３：うち死亡事故２件、重傷事故１３件） 

 ○周辺整備 

    市道安倍三柳線は現在米子市が整備中であり、今後本地域と交差 

することになるため、交通量増加に対応する必要がある。 

 

【効 果】 

○歩行者・自転車の安全確保、自動車交通の円滑化 

自歩道整備により歩行者・自転車の安全確保を図る。なお、バイパ

ス部については、現道交通をバイパスに転換し、狭い現道の交通量を

減少させることにより交通安全の向上を図る。 

クランク形状の解消、交差点への右折車線設置等により自動車交通 

の円滑化と渋滞緩和を図る。  
○周辺幹線道路の交通負荷の軽減 

市道安倍三柳線の計画に合わせて、道路整備することにより周辺

幹線道路の交通負荷の軽減が図られる。  
○救急医療機関（博愛病院）へのアクセス向上 

   クランク形状の解消等により緊急車両の到着時間の短縮、来院者の 

安全性・快適性の向上を図る。 

 

資料１ 



 

(2)事業内容 ○計画延長：Ｌ＝２，４００ｍ（バイパス及び現道拡幅） 

○計画幅員：Ｗ＝６．０（１６．０）ｍ（完成２車線） 

      Ｗ＝６．０（１７．０）ｍ（交差点部） 

 

道路規格  第４種第２級 

 設計速度  ５０ｋｍ／時 

 計画交通量  ６，１００台/日（Ｈ４２交通量推計） 

※バイパス区間 

 現況交通量  ７，７０６台/日（Ｈ２２交通量調査） 

 

※現道交通量 ７，７０６台／日→整備後：２，０００台／日 

 

 

(3) 事 業 計 画

期 間 及 び

事業費 

 〇事業計画期間： 平成２６年度～平成３３年度 

 〇総事業費  ： ２，９８０，０００千円 

 

年度 事業費 事 業 概 要 

２６ ３０，０００ 測量設計 

２７ ２００，０００ 測量設計、用地補償 

２８ ５３０，０００ 用地補償、改良工事 

２９ ７６０，０００ 用地補償、改良工事 

３０ ６３０，０００ 用地補償、改良工事 

３１ ５４０，０００ 改良工事 

３２ １９０，０００ 改良工事 

３３ １００，０００ 改良工事 

 

○財源内訳：国費７０％ 県費２３．３％ 市負担６．７％ 

 

 

(4) 事 業 根 拠     

法令、関連 

事業、特記 

事項等 

○根拠法令：道路法、都市計画法 

○関連事業：市道安倍三柳線（平成２５年度都市計画決定） 

○景観評価該当事業 

 

 

 



 

 

２．事前評価に関わる資料  

(1)合目的性  
・自歩道整備により歩行者・自転車の安全確保を図る。なお、バイパ

ス部については、現道交通をバイパスに転換することにより現道部の

交通安全の向上を図る。 

・クランク形状の解消、交差点への右折車線設置等により自動車交通

の円滑化と渋滞緩和を図る。  
・市道安倍三柳線の計画に合わせ、道路整備することにより周辺幹線

道路の交通負荷の軽減が図られる。 

・クランク形状の解消等により救急医療機関（博愛病院）へのアクセス 

向上を図る。 

 

(2)適切性  ・線形・見通し不良を解消できるルートを選定する。 

・現道を使用できる区間は極力活用し、整備コストを縮減したルートを選定する。 

・救急医療施設（患者用駐車場）への影響を避け、住民及び来院患者 

が安全に病院へアクセスできるルートを選定する。 

 

(3) 代 替 案 の

比較検討内

容  

○考えられる３ルートの比較検討 

第１案 現道拡幅案 

：事業費が極めて高額 

第２案 博愛病院南側バイパスルート 

    ：第３案より高額であるが、線形がよい 

地元や病院と円滑な合意形成が可能 

第３案 博愛病院北側バイパスルート 

    ：病院の患者用駐車場を分断することになる 

住民や病院との合意形成が困難 

 

→ 評価結果：総合的に判断し、第２案を選定する。 

 

(4) ｺ ｽ ﾄ縮減の

取り組み  
・博愛病院南側バイパスルートの法線を決定するにあたり、病院建屋・

高圧鉄塔を避けて、最も経済的な法線を選定する。 

・残土及びコンクリート殻については大沢川の埋め戻しに流用し処分

費の低減を図る予定である。 

・再生資材（砕石・アスファルト等）を使用する。 

 

(5) 環 境 へ の

影響・配慮

( 環 境 へ の

対応 ) 

【想定される影響】 

①工事中の騒音・振動による影響 

②工事中の濁水による影響 

③建設副産物の処理 

 

【影響を回避又は軽減する方法】 

①低騒音・低振動工法、同建設機械の採用による対策を実施 

②沈砂池等の濁水対策を実施 

③建設発生土の有効利用、再生資源の利用促進、廃棄物の発生抑制、分 

別の徹底、再資源化、適正処理を推進  

 



 

(6) 現 在 の 状

況  

○現在予備設計業務委託中 

○景観評価 

景観アドバイザー等への意見聴取（調査計画段階）済（７／２９） 

○地元説明状況 

 米子市（６／１９）・博愛病院及び大沢川改良区（６／２６）説明済  

 加茂地区・河崎地区の自治会長会へ説明済（７／２４） 

 ８月１８日より地区別説明会を実施（１２自治会及び事業者） 

 
 



３・４・３２号両三柳中央線１．位置図
一般県道 東福原樋口線

市

道

安

倍

三

柳

線

7,985

7,706
24,095 13,070 36,486

8,508

15,630
30,175

整
備
予
定
区
間

計画延長L=2.4km

JR米子駅

H22道路交通量調査

［台 / 日］

米子市役所

L=5.5km

日本海

中 海

20,895

31,000

16,886

3･4･32両三柳中央線



３・４・３２号両三柳中央線２．課題

博愛病院

加茂小

博愛病院
（県保健医療計画での2次救急）

（病床数247）

加茂中

写真①

写真②

写真③

写真④

歩道未整備
（片側）

右折車線
未整備

渋滞

幅員狭小

交通量
の増加
交通量
の増加

陸上自衛隊

右折車線
未整備市街化区域

クランク

歩道未整備

≪ 課 題 ≫
（1） 歩行者・自転車の安全確保、自動車交通の円滑化

（車道幅員狭小（最小幅員5.3ｍ、クランク形状、歩道・右折車線未整備の解消）
（2） 市道安倍三柳線の整備による今後の交通量増加への対応
（3） 救急医療機関（博愛病院）へのアクセス改善



３・４・３２号両三柳中央線３．現況写真
写真2

写真4

写真1

写真3

右折車線未整備により発生する渋滞歩道未整備により自転車/歩行者に伴う危険

幅員狭小/右折車線未整備により
発生する渋滞

幅員狭小/歩道未整備により
自転車/歩行者に伴う危険

博愛病院



３・４・３２号両三柳中央線４．事故状況
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事故件数:18件
（死亡事故1件）

事故件数:28件
事故件数:14件
（死亡事故1件）

事故多発
（交差点）

平成８年～平成２３年の間に、死亡事故２件、重傷事故１３件を含む人身事故１１５件が発生している。

事故の要因は、幅員が狭いことや右折車線が未整備であることが考えられる。



３・４・３２号両三柳中央線５．平面図・断面図
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３・４・３２号両三柳中央線６．事業の内容

道 路 規 格 第４種第２級

設 計 速 度 ５０ｋｍ／時

計 画 交 通 量 ６，１００台／日（Ｈ４２推計）※バイパス部

現 況 交 通 量 ７，７０６台／日（Ｈ２２交通量調査）

年度 事業費(千円) 事業概要

２６ ３０，０００ 測量設計

２７ ２００，０００ 測量設計、用地補償

２８ ５３０，０００ 用地補償、改良工事

２９ ７６０，０００ 用地補償、改良工事

３０ ６３０，０００ 用地補償、改良工事

３１ ５４０，０００ 改良工事

３２ １９０，０００ 改良工事

３３ １００，０００ 改良工事

○計画延長 ： Ｌ＝２，４００ｍ （バイパス及び現道拡幅）
○計画幅員 ： Ｗ＝６．０（１６．０）ｍ （完成２車線）

Ｗ＝６．０（１７．０）ｍ （交差点部）

○事業期間 ： 平成２６年度～平成３３年度
○総事業費 ： ２，９８０，０００千円

※現道交通量 ７，７０６台／日 → 整備後：２，０００台／日



３・４・３２号両三柳中央線

ルート平面図

案１：現道拡幅案 案２：バイパス（南側ルート） 案３：バイパス（北側ルート）

延長 L=2.4km L=2.4km L=2.4km
コスト 3,834百万円 2,980百万円 2,450百万円
主な補償

対象
住宅44軒、店舗13軒、薬局1軒 住宅6軒、店舗5軒、公民館1軒 住宅3軒、店舗7軒、薬局1軒

評価

(－)極めて高価 (－)案３に比べ高価
(＋)線形が良い。
(＋)住民や病院との円滑な合意

形成が図られる。

採用

(＋)最も経済的
(－)線形不良（Ｓ字）
(－)住民や病院との合意形成の

難航が予想される。
①住宅地と病院の分断
②病院の駐車場の狭小化

７．ルート比較

加茂神社

加茂公民館 博愛病院

加茂小学校

菅沢ダム管理支所

案１

案２
案３

博愛病院加茂公民館

加茂神社

薬局

鉄塔

加茂小学校

駐車場


